
 
 

 

ＪＡＲＡ、 

フロントコンテスト開催 
 

リサイクル部品流通ネットワークの

ＪＡＲＡ（北島宗尚社長、東京都中

央区）は５日、フロント担当者の業

務を競う「フロントコンテスト」を

同社名古屋支社で開き、熱戦の末、

三森コーポレーション（仙台市）の

佐々哲也さんが優勝した。川島商会

（神戸市）の富田静江さんが準優

勝、スリーアール長野（長野県小諸

市）の小林哲也さんが３位でそれぞ

れ入賞した。 

 

 このコンテストはグループ会員の

フロントマンの実務能力向上を目的

としている。競技内容は、実際に部

品注文を電話で受けたケースを想

定。フロントバンパーの注文に対

し、競技者の部品検索方法、適切な

顧客情報の聞き出し、選択した部品

情報の提供、最適な価格、他の部品

の提案などを評価項目として採点し

た。 

 

 結果は、佐々さんが１０５点を獲

得し、２位以下に１０点差以上付け

る圧倒的勝利となった。佐々さんは

「今後も相互に部品が流通できるグ

ループをつくっていきたい」とさら

なる意気込みを示した。一方、大会

を振り返ってＪＡＲＡの担当者から

は「（電話注文の際に）一般のお客

様には専門用語に取られてしまう言

葉が多いので、噛み砕いて伝えるこ

とが大切だ」との指摘があった。 

 

 ＪＡＲＡはコンテストをグループ

会員同士の競う場として活用し、組

織全体の底上げを図っている。また

現場で活躍する人材の、日々の業務

におけるモチベーション向上や活躍

する機会創出という面もある。コン

テストには大手損害保険会社４社も

見学し、大会全体を通しての講評を

行った。                

         日刊自動車新聞 9月10日 

 

 

自動車リサイクル部品 

ロジスティック研究会、

定例会議を開催 
自動車リサイクル部品流通グループ

やシステム会社、大手運送会社など

９社・団体で構成する「自動車リサ

イクル部品ロジスティック研究会」

（ロジ研、座長＝北島宗尚ＪＡＲＡ

社長）はこのほど、第１１回目とな

る定例会議を開催した。今回は各団

体が動画にまとめた梱包方法を評価

CO2削減数値（SPLシステム） 

リユースパーツ使用による 

CO2削減効果参考値 

平成27年8月 

3,252t 
※一般、中・大型含む車を修理する

際、新品部品を使用して修理する場合

に出るCO2排出量とリサイクル部品を

使用して修理する場合のCO2排出量の

差がCO2削減数値になります。 

一般社団法人日本自動車リサイクル

部品協議会と早稲田大学環境総合研究

センターがLCA（ライフ・サイクル・

アセスメント）の考え方に基づき共同

開発した「グリーンポイントシステ

ム」より参照。 

右から渡邊寛樹品質管理部長、 

優勝した佐々哲也さん、 

今井雄治ＪＡＲＡグループ会長、 

準優勝の富田静江さん 



 

経産省、ＥＶ・ＰＨＶ

補助金継続 来年度、

政府方針踏まえ 
経済産業省は8月２６日、電気自動

車（ＥＶ）やクリーンディーゼル

車への購入補助金を来年度も続け

る方針を固めた。ＥＶは航続距離

を延ばすほど補助額を増やすなど

の仕組みを新たに設ける。当初は

今年度で補助を打ち切り、燃料電

池車（ＦＣＶ）に対象を絞る予定

だったが、２０２０年に次世代自

動車比率を５割に高める政府方針

を踏まえ、補助を継続する必要が

あると判断した。エコカー減税の

拡充と合わせ、次世代自動車の普

及を加速させる。 

 来年度の概算要求に補助経費と

して１５０億円を盛り込む。対象

はＥＶとプラグインハイブリッド

車（ＰＨＶ）、クリーンディーゼ

ル車、ＦＣＶの４車種。価格や性

能など車種ごとの補助要件はこれ

から詰める。 

 経産省は「エネルギー対策特別

会計」を原資に１９９８年度から

次世代自動車の補助を始め、１３

年度からメーカーの価格引き下げ

努力を補助率に反映させる仕組み

を採り入れた。具体的には、１６

年度にベース車と価格が同じにな

るような価格曲線を設定し、この

曲線

に

沿っ

た車

両は

価格

差の

全額

を補

助。

それ

以外

は補

助対

象車

の維

持費

の安

さを反映させた上で価格差の３分

の２を補助してきた。この結果、

ＥＶ「リーフ」の価格は３５９万

円から２４７万円へ約３割、「プ

リウスＰＨＶ」は３０５万円から

２７１万円へと約１割下がった。 

 この仕組みを採用したことで経

産省は１５年度いっぱいでＥＶや

ＰＨＶの補助を打ち切り、国を挙

げて普及を目指すＦＣＶに一本化

する予定だった。ただ、ＥＶとＰ

ＨＶの累計販売は今年３月で約１

１万台にとどまり、一部車種では

価格も高止まりしている。政府目

標では５年後にＥＶとＰＨＶだけ

で１００万台近くの販売を目指す

計算になり、購入補助を続ける必

要があると判断した。 

 経産省は、エコカー減税の拡充

も求める方針。消費税が１０％に

上がる１７年４月から重量税の軽

減幅を５～１０％積み増し、「２

０２０年燃費基準」達成車以上は

自動車税に導入される「環境性能

課税」をかけず、初年度の月割課

税を廃止するよう求める。減税規

模は約２千億円。次世代自動車へ

の買い替えを促し、政府の普及目

標達成と国内産業基盤の維持を目

指す。                    

日刊自動車新聞 8月27日 

 

 

 

各部品の理想的な梱包仕様を選定

した。ロジ研の議論は次回でとり

まとめとなるため、今後の会議の

方向性が焦点となりそうだ。  

会議では前回までに取り上げられ

た課題を確認。その後、部品別に

各団体の梱包仕様について評価・

検討を行った。運送会社側が提示

したデータを基に、フェンダーは

ＮＧＰ日本自動車リサイクル事業

協同組合、ボンネットはサイズが

異なることからＡＲＮとＪＡＲＡ

の２社、ホーシングはＪＡＲＡ、

ラジエーターはシステムオート

パーツがそれぞれ優れた梱包仕様

として選ばれた。作業時間や資材

コスト、運搬性、混載性などが評

価項目として盛り込まれている。 

 このほか、継続して議論してい

る「ドア用段ボール（からくり段

ボール）」のさらに改良を加えた

型式について、段ボールメーカー

が説明。前回は上蓋をかぶせるの

みだったが、今回は固定した仕様

に変更した。ただ、高さが相当程

度あるため「人が運搬した時に前

方が見えない」「コスト面も課題

か」などの指摘が上がった。た

だ、梱包されたドアの高さとは大

差もないため、今回の試作品を参

考形状として、各団体で梱包資材

を検討する。 

 ロジ研は今回でかなりの論点が

まとまりつつあり、今後の議論の

方向性をどうするかについても意

見を交換。一部では自動車の新技

術やリサイクル部品の海外展開な

どの意見も上がり、「業界問題懇

話会にしてはいかがだろうか」と

新たな展開を模索する動きもあ

る。自動車リサイクル部品団体が

垣根を越えた形で継続的に議論す

る場所はあまりない。このため、

次回の議論でどのような方向性に

まとまるか注目が集まりそうだ。 

日刊自動車新聞 8月27日 

ＥＶ、ＰＨＶなどの補助を継続（プリウスＰＨＶ） 





 


